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23－Ｄ 23－Ｃ

23－Ｂ 23－Ａ

第
23
号
木
簡
（
縮
尺
１／２
）

　ウラ面　　　　　　　　　　　　オモテ面　　　　オモテ面文字

（10） （9）
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22－Ｃ

22－Ｂ

22－Ａ

　ウラ面　　　　　　　　　　　　オモテ面　　　　オモテ面文字

第
22
号
木
簡
（
縮
尺
１／２
）

（10） （9）
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17－Ｂ

17－Ｄ

17－Ａ

17－Ｃ

（8） （7）
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第
17
号
木
簡

（
縮
尺
１／２
）

ウラ面 　　　　　　ウラ面文字 　　　　　オモテ面文字 　　　　　　オモテ面

（8） （7）
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16－Ｂ

16－Ｅ

16－Ａ

16－Ｃ

16－Ｄ

（6） （5）



― 109 ―

第
16
号
木
簡
（
縮
尺
１／２
）

ウラ面 　　　　　　　ウラ面文字　　　　　オモテ面文字 　　　　　　オモテ面

（6） （5）
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オ
モ
テ
面
（
二
三―

Ａ
）、
ウ
ラ
面
（
二
三―

Ｂ
）
と
も
に
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状

の
加
工
痕
が
見
ら
れ
る
。
断
面
は
第
二
二
号
木
簡
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
凸
レ
ン
ズ
形

に
な
っ
て
お
り（
二
三―

Ｃ
）、再
利
用
の
た
め
に
オ
モ
テ
面
・
ウ
ラ
面
の
文
字
を
削
っ

た
た
め
に
、
両
側
面
に
近
い
部
分
が
よ
り
多
く
削
り
取
ら
れ
た
結
果
と
み
て
よ
い
だ

ろ
う
。
上
端
部
分
か
ら
も
、
同
様
の
形
状
が
観
察
で
き
る
（
二
三―

Ｄ
）。
再
利
用

さ
れ
た
木
簡
と
し
て
「
上
野
国
進
」
と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
木
簡
は
、
従
来
、
上
野
国
か
ら
の
何
ら
か
の
物
品
を
進
上
し
た
際
の
木
簡
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
知
見
を
踏
ま
え
る
と
、
内
容
の
解
釈
に

関
し
て
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
表
面
観
察
か
ら
は
、
表
面
の
文
字
を
削

り
取
っ
て
再
利
用
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
上
野
国
か
ら
遠
距
離
を
運

ば
れ
て
提
出
さ
れ
た
木
簡
で
あ
れ
ば
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
第
一
次
的
に
作
成
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
こ
の
木
簡
の
加
工
痕
は
そ
う
で
は
な
く
、
一
度
以
上
使

用
し
た
も
の
を
再
利
用
し
た
と
み
な
し
て
よ
い
。
そ
の
場
合
、
再
利
用
し
て
遠
方
か

ら
運
ば
れ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
同
じ
官
司
内
で
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
再
利
用
し

た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
秋
田
城
内
で
再
利

用
さ
れ
た
木
簡
の
可
能
性
が
高
い
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
木
簡
に
記
さ
れ
た
文
言
は
、
上
野
国
に
お
い
て
記
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
秋
田
城
に
お
い
て
不
要
に
な
っ
た
木
簡
を
使
っ
て
再
利
用
し
て
書

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
従
来
は
漠
然
と
、
上
野
国
で
記
さ
れ
た
木

簡
が
運
ば
れ
て
秋
田
城
に
提
出
さ
れ
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
実
際
に
は
、
こ
の
木
簡
は
秋
田
城
で
書
か
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
秋
田
城
に
駐
留
し
て
い
る
上
野
国
の
関
係
者
が
秋
田
城

内
の
ど
こ
か
で
書
き
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
知
見
か
ら
す
る
と
、宿
直
を
担
当
す
る
兵
士
を
報
告
す
る
木
簡
は
、

毎
日
再
利
用
さ
れ
な
が
ら
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
見
出
さ
れ
よ
う
。

　

宿
直
者
の
報
告
の
よ
う
な
業
務
は
、
毎
日
行
わ
れ
る
作
業
で
あ
り
、
新
た
に
新
品

の
木
簡
を
作
成
し
て
記
す
よ
り
は
、
不
要
品
を
転
用
す
る
ほ
う
が
効
率
的
だ
っ
た
だ

ろ
う
。
木
簡
の
文
字
を
削
り
取
っ
て
再
利
用
す
る
場
合
に
は
、
木
簡
表
面
を
い
く
つ

か
に
分
け
て
削
り
取
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
削
り
取
る
際
の
深
さ
は
、
作
業
の

あ
り
方
を
想
定
し
て
み
る
と
、
右
側
面
や
左
側
面
に
近
い
部
分
が
深
く
削
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
木
簡
の
断
面
は
、
片
方
の

側
面
の
側
が
集
中
し
て
削
ら
れ
れ
ば
、
く
さ
び
形
を
呈
す
る
こ
と
に
な
り
、
両
側
面

の
側
が
均
等
に
近
く
削
ら
れ
れ
ば
、
レ
ン
ズ
形
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

官
司
内
部
の
情
報
伝
達
に
は
、
再
利
用
な
い
し
転
用
に
よ
る
木
簡
が
多
い
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
の
痕
跡
を
持
ち
、
断
面
が
凸

レ
ン
ズ
形
や
く
さ
び
形
の
木
簡
が
、
再
利
用
品
・
転
用
品
と
し
て
考
え
ら
れ
る
な
ら

ば
、
第
二
三
号
木
簡
の
よ
う
に
、
一
見
外
部
機
関
か
ら
の
文
書
で
あ
る
か
の
よ
う
に

と
れ
る
文
言
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
内
部
に
お
い
て
記
さ
れ
た
と
見
て
、
外
部
か
ら

や
っ
て
き
た
者
が
内
部
で
記
し
た
可
能
性
を
見
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

　

本
稿
で
は
典
型
的
な
四
例
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
他
の
木
簡
に
つ
い
て
も
、
詳

細
に
観
察
し
て
内
容
理
解
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が
あ
る
。
本

稿
で
示
し
た
表
面
観
察
に
よ
る
再
利
用
・
転
用
に
関
す
る
知
見
は
、
今
後
の
木
簡
研

究
の
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、
秋
田
城
跡
出
土
木
簡
に
限
ら
ず
、
全
国
の
多
く
の
木

簡
に
応
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
今
後
の
た
め
に
ご
批
正
を
た
ま
わ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（4） （3）
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見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
オ
モ
テ
面
上
端
部
分
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
部
分
的
に

文
字
を
削
り
取
っ
て
書
き
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
面
上
を
削
り
取
っ
た

痕
跡
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
知
見
か
ら
す
る
と
、
第
一
六
号
木
簡
が
再
利
用
・
転
用
の
た
め
の
加
工

を
表
面
全
体
に
施
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
第
一
七
号
木
簡
は
新
品
と

し
て
作
成
さ
れ
た
木
簡
が
（
オ
モ
テ
面
上
端
部
分
の
み
文
書
と
し
て
の
作
成
の
際
に

訂
正
の
た
め
の
削
り
込
み
が
施
さ
れ
た
よ
う
だ
が
）、
第
一
次
利
用
の
み
で
そ
の
ま

ま
不
要
と
な
り
、
再
利
用
さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
木
簡
の
記
載
内
容
と
も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
七
号
木

簡
や
、
次
に
述
べ
る
第
二
二
号
木
簡
は
、「
火
長
」
が
率
い
て
い
て
、
列
挙
さ
れ
た

人
名
は
兵
士
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、第
一
七
号
木
簡
で
は
冒
頭
に
「
火
頭
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
火
頭
に
率
い
ら
れ
る
人
び
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
火
頭
」

が
配
置
さ
れ
る
の
は
仕
丁
や
匠
丁
な
ど
の
場
合
で
あ
り
、
こ
う
し
た
丁
一
〇
名
に
つ

い
て
、
火
頭
が
別
に
一
名
加
わ
っ
て
、
合
計
一
一
名
が
一
集
団
を
構
成
す
る
（
賦
役

令26

役
丁
匠
条
）。
兵
士
が
一
〇
人
で
一
火
の
単
位
を
構
成
し
、
そ
の
中
に
火
長
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
、
人
数
構
成
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
第
一
七
号
木
簡
に
列

挙
さ
れ
た
人
名
も
、
火
頭
以
下
一
一
名
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
り
、
こ
の

木
簡
は
兵
士
の
宿
直
報
告
と
は
異
な
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
毎
日
、
木
簡
を
再
利
用
し
て
繰
り
返
し
作
ら
れ
る
宿
直
担
当
兵
士
の
報
告

書
で
は
な
く
、
一
回
き
り
の
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
丁
の
リ
ス
ト
と
し
て
の
木
簡

で
あ
り
、
形
態
の
違
い
が
内
容
の
違
い
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

③　

第
二
二
号
木
簡

　

釈
文
お
よ
び
法
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
上
総
国
部
領
解　

申
宿
直

　
　
　

 

合
五
人　
　
　
　
　

 

火
×

（109

）×40

×4

　

オ
モ
テ
面
（
二
二―

Ａ
）、
ウ
ラ
面
（
二
二―

Ｂ
）
と
も
に
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
の

面
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
再
利
用
に
よ
る
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

断
面
は
中
央
が
厚
く
な
り
、
左
右
の
側
面
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
薄
く
な
っ
て
い
く
凸

レ
ン
ズ
形
で
あ
る
（
二
二―

Ｃ
）。
左
右
と
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
削
っ
て
い
っ
た
結
果
、

中
央
部
が
厚
く
、
側
面
に
近
い
部
分
が
左
右
両
方
と
も
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
第
二
二
号
木
簡
は
、
何
度
か
削
っ
て
再
利
用
し

た
結
果
と
し
て
の
形
態
を
残
し
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
秋

田
城
内
で
不
要
に
な
っ
た
木
簡
を
手
に
入
れ
て
、
表
面
の
文
字
を
削
り
取
っ
て
、
宿

直
者
の
報
告
を
書
き
記
し
て
提
出
す
る
と
い
う
営
み
が
、
毎
日
繰
り
返
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
上
総
国
か
ら
や
っ
て
き
た
兵
士
を
率
い
る
部
領
が
、
そ
の
日
の
宿
直

担
当
者
を
毎
日
報
告
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
毎
日
頻
繁
に
行
う
業
務
で
は
、
木
簡
の

再
利
用
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

④　

第
二
三
号
木
簡

　

釈
文
お
よ
び
法
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
上
野
国
進
×

（75

）×31

×3.5

（4） （3）
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①　

第
一
六
号
木
簡

　

こ
の
木
簡
は
、
オ
モ
テ
面
に
火
長
以
下
一
〇
名
の
個
人
名
を
列
挙
し
、
ウ
ラ
面
に

月
日
を
記
し
て
い
る
。
第
五
四
次
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
群
の
中
に
は
、
火
長
が
代

表
と
な
っ
て
個
人
名
を
挙
げ
る
木
簡
が
他
に
も
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
中
に
宿
直
者

を
報
告
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
例
が
あ
る
（
第
二
二
号
・
第
一
〇
四
号
・
第
一
〇
五

号
な
ど
）。
第
一
六
号
木
簡
も
そ
れ
ら
と
同
様
の
宿
直
者
の
報
告
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
釈
文
お
よ
び
法
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

・「
火
長
他
田
マ
粮
麻
呂　

物
マ
子
宅
主　
　
　

大
伴
マ
真
秋
山　

＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

矢
田
マ
子
酒
麻
呂　

神
人
マ
福
麻
呂

　
　
　

＝
長
門
マ
□
麻
呂　

大
伴
マ
真
古
麻
呂　

尾
治
マ
子
徳
□
麻
呂

　
　
　
　

三
村
マ
子
舊
人　

小
長
谷
マ
犬
麻
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

・「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
五
日　
　
　

 　

」

505
×33

×7

　

オ
モ
テ
面
は
、上
端
側
か
ら
下
端
方
向
へ
何
度
も
表
面
を
削
り
混
ん
だ
結
果
、カ
ッ

ト
グ
ラ
ス
状
の
削
り
痕
で
覆
わ
れ
て
い
る
（
写
真
一
六―

Ａ
）。
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状

の
単
面
の
下
端
が
、複
数
の
箇
所
で
さ
さ
く
れ
た
形
状
に
な
っ
て
お
り（
一
六―

Ｂ
）、

上
端
側
か
ら
下
端
側
へ
削
っ
て
、
削
り
屑
を
は
ぎ
取
る
よ
う
に
し
て
分
離
さ
せ
た
際

の
痕
跡
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ウ
ラ
面
も
同
様
に
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
の
面
構
成
と
な
っ
て

い
る
が
、
削
ら
れ
た
方
向
は
オ
モ
テ
面
ほ
ど
明
瞭
で
は
な
い
（
一
六―

Ｃ
）。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
オ
モ
テ
面
・
ウ
ラ
面
と
も
に
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
の
削
り
が
施
さ
れ

て
お
り
、
再
利
用
品
な
い
し
転
用
品
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
観
察
時
に
は
、
下
端
寄
り
の
箇
所
で
折
れ
て
二
断
片
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

こ
の
断
面
を
観
察
し
た
。
オ
モ
テ
面
の
右
側
面
側
が
よ
り
厚
く
、
左
側
面
側
が
薄
く

な
っ
て
い
て
、
断
面
は
く
さ
び
形
を
呈
し
て
お
り
（
一
六―

Ｄ
）、
上
端
部
で
も
同

様
の
形
状
に
な
っ
て
い
る
（
一
六―

Ｅ
）。
再
利
用
・
転
用
に
際
し
て
、
カ
ッ
ト
グ

ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
を
施
す
際
に
、
片
側
に
偏
っ
て
ケ
ズ
リ
が
進
行
し
て
し
ま
っ
た
結
果

で
あ
ろ
う
。

②　

第
一
七
号
木
簡

　

釈
文
お
よ
び
法
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

282

×28

×5

　

こ
の
木
簡
は
、第
一
六
号
木
簡
と
同
じ
よ
う
に
人
名
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

表
面
の
加
工
は
、第
一
六
号
木
簡
と
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
っ
て
い
る
。
オ
モ
テ
面（
一
七

―

Ａ
、
一
七―

Ｂ
）、
ウ
ラ
面
（
一
七―

Ｃ
）
と
も
に
、
平
行
線
に
加
工
痕
が
残
っ

て
お
り
、
刃
物
を
直
線
的
に
進
め
た
ハ
ギ
ト
リ
状
の
痕
跡
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ハ
ギ
ト
リ
状
の
加
工
痕
は
、
木
簡
を
第
一
次
的
に
成
形
す
る
際
に
使
わ
れ
る
面

調
整
の
技
法
の
結
果
と
み
ら
れ
、
第
一
七
号
木
簡
は
何
度
も
再
利
用
さ
れ
て
は
い
な

い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

木
簡
の
厚
さ
に
関
し
て
は
、
オ
モ
テ
面
上
端
側
に
多
少
削
り
こ
ん
だ
痕
跡
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
全
体
は
ほ
ぼ
均
一
な
厚
さ
で
あ
り
（
一
七―

Ｄ
）、
再
利
用
の
た
め

に
不
規
則
に
文
字
を
削
り
取
っ
た
よ
う
な
表
面
加
工
は
オ
モ
テ
面
上
端
部
以
外
に
は

　
　
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

丈
部
廣
山　

三
村
部
子
藪

　

・　

火
頭
公
子
真
酒
麻
呂　

合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
子
足　
　

日
陽
マ
青
楊　
　

 

」

　
　
「
小
長
谷
マ
大
町　

公
子
福
善　

生
マ
家
成　

一
鬼
甘
犬
甘

　

・

　
　

 

生
マ
手
子
麻
呂　

三
村
マ
真
藪　
　

以
正
月
四
日　

□
長
千
相
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
郷
ヵ
〕

（2） （1）
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五
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調
査
出
土
木
簡
の
表
面
観
察学

習
院
大
学
文
学
部　

鐘
江 

宏
之

                                                                

　

一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
第
五
四
次
調
査
で
は
、
外
郭

東
門
の
南
西
側
で
大
規
模
な
土
取
穴
が
検
出
さ
れ
、
そ
こ
に
廃
棄
さ
れ
た
多
量
の
遺

物
の
中
か
ら
二
九
六
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、『
秋
田
城
出
土

文
字
資
料
集
Ⅱ
』（
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
研
究
紀
要
Ⅱ
、
秋
田
市
教
育
委
員
会
・

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
、
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
報
告
さ
れ
、
ま
た
そ
の
後
の
再

調
査
に
よ
っ
て
釈
文
も
一
部
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
（
小
松
正
夫
「
秋
田
・
秋
田
城

跡
（
第
一
・
八
・
一
二
号
）」『
木
簡
研
究
』
二
九
「
釈
文
の
訂
正
と
追
加
（
一
〇
）」、

二
〇
〇
七
年
）。

　

筆
者
は
、
こ
う
し
た
釈
文
の
再
調
査
と
平
行
し
て
、
木
簡
面
の
詳
細
な
観
察
に
取

り
組
ん
で
み
た
。
木
簡
の
製
作
技
法
に
つ
い
て
は
、
山
中
章
氏
に
よ
っ
て
基
礎
的
な

研
究
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
（
山
中
章
「
考
古
資
料
と
し
て
の
古
代
木
簡
」（『
木

簡
研
究
』
一
四
、一
九
九
二
年
、
の
ち
山
中
『
日
本
古
代
都
城
の
研
究
』
柏
書
房
、

一
九
九
七
年
））、
木
簡
平
面
の
成
形
と
調
整
に
関
し
て
、
観
察
す
べ
き
技
法
と
し
て
、

　
　

・
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ

　
　

・
ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ

の
二
つ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
山
中
氏
は
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
に
よ
っ
て
、

削
り
屑
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
が
面
に
施
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
再
利
用
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ
が
、
木
簡
の
第
一
次
成
形
に
多
用
さ
れ
る

方
法
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
木
簡
の
再
利
用
の
た
め
の
加
工
に
つ
い
て
は
、
観
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
知
見
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
は
な

い
。
山
中
氏
も
「
第
一
次
成
形
時
の
ケ
ズ
リ
の
み
の
木
簡
と
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
・
ハ
ギ

ト
リ
状
両
法
に
よ
り
二
次
的
に
再
利
用
さ
れ
た
木
簡
と
で
は
、
厚
さ
の
寸
法
分
布
に

違
い
が
予
想
で
き
る
が
、
現
状
で
は
比
較
す
る
に
足
る
資
料
が
少
な
い
」
と
述
べ
る

に
と
ど
ま
り
、
再
利
用
の
加
工
の
事
例
に
つ
い
て
は
深
く
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

筆
者
が
第
五
四
次
調
査
出
土
の
木
簡
を
詳
細
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
中

に
、
木
簡
の
再
利
用
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

木
簡
の
加
工
痕
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
利
用
の
痕
跡
な
ど
、
さ
ら
に
多
く

の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
得
ら

れ
る
知
見
が
、
木
簡
の
記
載
内
容
の
理
解
に
関
わ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ

に
、
注
目
さ
れ
る
数
点
の
木
簡
に
し
ぼ
っ
て
、
表
面
観
察
の
結
果
を
ま
と
め
、
こ
う

し
た
表
面
観
察
の
意
義
を
示
す
機
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

表
面
観
察
の
方
法
と
し
て
は
、
保
存
処
理
が
な
さ
れ
る
前
の
状
態
の
木
簡
の
各
面

に
つ
い
て
、
表
面
を
水
で
濡
ら
し
な
が
ら
斜
め
上
方
か
ら
観
察
し
、
面
上
の
稜
線
を

確
認
し
て
加
工
痕
を
検
出
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
ま
た
折
損
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
切
断
面
側
か
ら
観
察
し
て
断
面
の
輪
郭
を
検
討
し
、
表
面
の
加
工
に
と
も
な
う

削
ら
れ
方
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
以
下
、
四
点
の
木
簡
に
つ
い
て
、
そ
の
結
果

を
ま
と
め
て
記
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
表
記
の
都
合
上
、
木
簡
面

の
う
ち
、
お
も
て
側
を
オ
モ
テ
面
、
う
ら
側
を
ウ
ラ
面
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
面
上
の

部
分
を
指
す
場
合
に
表
面
（
ひ
ょ
う
め
ん
）
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
表
面
観

察
図
お
よ
び
観
察
の
際
の
記
録
写
真
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
末
尾
に
ま
と
め
て
提
示

す
る
。
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一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
第
五
四
次
調
査
で
は
、
外
郭

東
門
の
南
西
側
で
大
規
模
な
土
取
穴
が
検
出
さ
れ
、
そ
こ
に
廃
棄
さ
れ
た
多
量
の
遺

物
の
中
か
ら
二
九
六
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、『
秋
田
城
出
土

文
字
資
料
集
Ⅱ
』（
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
研
究
紀
要
Ⅱ
、
秋
田
市
教
育
委
員
会
・

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
、
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
報
告
さ
れ
、
ま
た
そ
の
後
の

再
調
査
に
よ
っ
て
釈
文
も
一
部
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
（
小
松
正
夫
「
秋
田
・
秋
田
城

跡
（
第
一
・
八
・
一
二
号
）」『
木
簡
研
究
』
二
九
「
釈
文
の
訂
正
と
追
加
（
一
〇
）」、

二
〇
〇
七
年
）。

　

筆
者
は
、
こ
う
し
た
釈
文
の
再
調
査
と
平
行
し
て
、
木
簡
面
の
詳
細
な
観
察
に
取

り
組
ん
で
み
た
。
木
簡
の
製
作
技
法
に
つ
い
て
は
、
山
中
章
氏
に
よ
っ
て
基
礎
的
な

研
究
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
（
山
中
章
「
考
古
資
料
と
し
て
の
古
代
木
簡
」（『
木

簡
研
究
』
一
四
、一
九
九
二
年
、
の
ち
山
中
『
日
本
古
代
都
城
の
研
究
』
柏
書
房
、

一
九
九
七
年
））、
木
簡
平
面
の
成
形
と
調
整
に
関
し
て
、
観
察
す
べ
き
技
法
と
し
て
、

　
　

・
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ

　
　

・
ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ

の
二
つ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
山
中
氏
は
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
に
よ
っ
て
、

削
り
屑
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
が
面
に
施
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
再
利
用
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ
が
、
木
簡
の
第
一
次
成
形
に
多
用
さ
れ
る

方
法
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。




